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目が黄色いと言われた小林さん

時断で複写・複製・転載すると著作権侵害となることがありますのでご注背 E

TWMU Block3 消化器内科学教室林直諒
消化器外科学教室高崎健
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資料 1 診察所見

小林さん 4 0歳

黄痘

2-3目前より、発熱、全身倦怠感があり

仕事を休んでいた O

妻に、自が黄色いと指摘され来院したO

既往歴: 特記すべきことなし

家族歴: 特記すべことなし

日者好: アルコール ビーjレ (-) 
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症例:
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診察所見:意識清明、体格栄養良好、

血圧 130/70、脈拍 78/分、 体温 36.6C 

眼目会結膜 貧血なし、眼球結膜 黄痘あり、

腹部平坦、肝牌触知せず、下肢浮腫なし、

神経学的所見は異常なし
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資料 3: 肝炎ウイルスマーカー
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IgM anti-HA (十)

IgG anti-HA (一)

HBsAg (-) 

HBsAb (-) 

IgM anti-HBc (-) 

HCV抗体(一)

HCV RNA (-) 
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資料 4: 腹部超音波検査

以下はテュータ-用

( 1 )肝は大きな変化は認めない。

( 2 )胆嚢壁は浮腫状に肥厚し、内腔は

狭くなっている O

(この変化は急性肝炎に特徴的である)

( 3 )胆管拡張は認めなし 10

閉塞性黄痘では、胆管は拡張する O
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資料 5:腹腔鏡像・肝生検所見

以下はテュータ一周

腹腔鏡イ象:

肝は赤色調で、軽度臆大、壊死を反映する

小陥凹を認める o Kalk分類:大赤色肝

肝組織所見:

; .~.~~!，鈍川主f1t，.，.

門脈域の炎症は軽度で、高度の肝実質の壊死、

炎症性変化を認める O

川‘l~苦手伝A耳元'ム
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